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The diff erences in the word choice and the Chinese 
character usage between the literary and the colloquial 
Japanese versions of The Gospel of Mark published in 
early 1880's
Takashi MATSUMOTO
　　Two versions of The Gospel of Mark were published in the early 
Meiji era: one was a literary style translation in 1880 and the other was 
a colloquial style retranslation in 1881.  This paper examined the 
diff erences in the Chinese character usages and the wordings in Chinese 
characters between the two versions.  The results of an analysis showed 
that the modifi cations made to the vocabulary were relatively small, but 
the total amount of Chinese characters were reduced by half and the 
Chinese character usages also changed in quality.  In the literary style 
translation, the Chinese characters increased because they were adopted 
from the Chinese Bibles, and the relationship between the Japanese word 
choice and the Chinese character usage was complicated.  In the 
colloquial style retranslation, the relationship between the characters and 
the words was adjusted, the foreign expressions of Chinese origin were 





























（1） （2） （3） （4） （5） （6） （7）
同訓 同音 別訓 別音 音へ 訓へ 混種 合計
（a）同漢字 2025 543 88 6 15 41 24 2742
（b）別漢字 276 9 197 21 74 8 5 590
（c）仮名へ 2512 8 999 1 16 23 8 3567
（d）漢字へ 95 3 96 27 16 2 0 239
（e）削除 443 11 8 0 0 6 0 468
























































































































































































































































































































































































　次の資料 5 に，資料 3・4 から「ことば／みち／をしへ」を抜き出し，
文語訳（1880 年）と口語訳（1881 年）以前に刊行された主要な邦訳 2 種
を加え，出版順に並べて用語用字の変遷をたどる参考とした．また資料 3・
4 以外の箇所からもロゴスに当たる興味深い 5 例を抄出した．山括弧〈 〉
内の仮名は，漢字（用字）の右側に振られていた仮名つまり用語を示す．
　資料5に追加した1872年の「ヘボン訳」は，宣教医師J．C．ヘボン（James 
















語彙的に異なるのは，第 4 章 17 節「をしへ」→「道
みち
」，第 14 章 39 節「こ





【資料 5】邦訳マルコ伝 4 種の「ことば／みち／をしへ」の対照
章：節 1872 ヘボン訳 1877 分冊版 1880 文語訳 1881 口語訳
4：14 をしへ をしへ 教〈をしへ〉 教〈をしへ〉
4：15 をしへ／おしへ 道〈ことば〉／ことば 道〈ことば〉 教〈をしへ〉
4：16 をしへ ことば 道〈ことば〉 教〈をしへ〉
4：17 をしへ みち 道〈みち〉 道〈みち〉
4：18 教〈をしへ〉 ことば ことば 教〈をしへ〉
4：19 教〈をしへ〉 道〈ことば〉 道〈ことば〉 教〈をしへ〉










8：38 ことば ことば 道〈ことば〉 言〈ことば〉
13：31 ことば ことば 言〈ことば〉 言〈ことば〉
14：39 ことば ことば 言〈ことば〉 こと
16：20 道〈みち〉 道〈みち〉 道〈みち〉 言〈ことば〉
5-2．文語訳における「ことば／みち／をしへ」の用語用字







した 8 例中（第 4 章 15 節は 3 例あるうち 1 例が仮名），5 例に「道」を，
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1965，森岡 1966，鈴木英夫 2008, 2009）．そこで
当時の主要な漢訳聖書 3 種（鈴木範久 2006：96），すなわち 1852 年のい
わゆる代表訳，1861 年初版の BC 訳，1872 年の官話訳において資料 5 の
該当箇所がどう表現されているかを調べた（BC 訳は 1863 年版を利用，
その他の詳細は稿末参照）．その結果，第 13 章 31 節と第 14 章 39 節を除
く資料 5 の各箇所に，漢訳 3 書が共通して「道」を用いていることを確認
した．
　漢訳 3 書が「道」以外を用いる第 13 章 31 節と第 14 章 39 節，ならび
に第 7 章 13 節を，文語訳・口語訳と合わせ，次頁の資料 6 に引用した．


















　BC 訳 7 章 13 節の「道」は「神」によるものである．同 13 章 31 節の「言」
は「我」つまりイエスによるものであり，同 14 章 39 節の「言」もイエ
スによるものである．代表訳でも同様の使い分けをしている．




1 8 7 2
ボン「ことば」，分
1 8 7 7
冊「ことば」，文















【資料 6】漢訳 3 種と邦訳 2 種の「ことば」比較
第 7 章 13 節 第 13 章 31 節 第 14 章 39 節
代
1 8 5 2
表 上帝道 天地可廢､ 我言不可廢 復進祈禱､ 言亦如之
Ｂ
1 8 6 1
Ｃ 神之道 天地必廢､ 惟我言必不廢 復往祈禱､ 言亦如之 
官
1 8 7 2
話 天主的道 天地必廢､ 我的話斷不能廢 耶穌又去､ 禱告話和先前一樣
文

























































































いで出版（重版）されている．1915 年のものは第 16 版だという（国際基
督教大学 1965：69-70，海老澤 1989：323）．また口語訳の復刻版『新約





























に 4 回あらわれるが（第 15·16·18·20 節），資料 4 の口語訳には 1 度も登場










































































　（ア）　×　 ○　 ×　 1868『新令字解』山田俊雄 1977：603-6
　（イ）　×　 ○　 ×　 1869『布令必用 新撰字引』同上：607-11
　（ウ）　×　 ○　 ×　 1869『漢語字類』山田忠雄 1981：333-6
　（エ）　×　 ○　 ×　 1870『童蒙必読 漢語図解』亀井 1965：307-8
　（オ）　×　 ○　 ○　 1870『漢語便覧』他 2 種 山田俊雄 1977：612-29
　（カ）　×　 ○　 ×　 1873『掌中漢語早引』村山 2003：265-9





































　資料 4 口語訳には和語を和語で平易に言い換えた例も見いだせる．第 4






























































































1 ～ 12 頁
鈴木英夫（2009）「明治初期の和訳聖書（路加伝）の漢語・漢字について」
白百合女子大学『白百合女子大学キリスト教文化研究論集』第 10 号，


























第 2 号，1 ～ 57 頁，のち森岡『改訂 近代語の成立 語彙編』明治書院






593 ～ 632 頁
参照資料
　本稿で参照した，漢訳聖書 3 種①～③と，邦訳聖書 4 種④～⑦に関する
情報をまとめ，訳文の特徴など簡略に注記を添えた．冒頭は初版年と本稿
における「略称」である．ネットで閲覧できる資料は〈所在〉を示した．
①　1852「代表訳」…上海墨海書舘『新約全書（The New Testament in 








③　1872「官話訳」…京都美華書院『新約全書（The New Testament 


















聖書集成 3）を利用，また Wikisource の文字データも併用，翻訳委
員による文語訳　
〈https://ja.wikisource.org/wiki/ 馬可傳福音書（明治元訳） 〉
 ⑦　1881「口語訳」…米国聖書会社『新約聖書馬可傳 俗話 全』1881 年刊，
聖書図書館（東京銀座）蔵本を閲覧，井深梶之助による丁寧体の口語
訳

